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令和元年第９回多賀城市教育委員会定例会議事録

１ 会議の年月日 令和元年９月２４日（火） 

２ 招集場所   市役所５階 ５０１会議室

３ 出席委員   教育長 小畑 幸彦   委 員 浅野 憲隆 

         委 員 菊池 すみ子  委 員 渡 奈奈子 

委 員 根來 興宣 

４ 欠席委員   なし 

５ 説明のため出席した事務局職員 

副教育長兼教育総務課長 松岡 秀樹 

理事兼学校教育課長   丸田 浩之 

生涯学習課長      中野 裕夫 

文化財課長       佐藤 良彦 

６ 傍 聴 人  な し 

７ 記 録 係  教育総務課主査     見立屋 雅子 

         教育総務課主事     小林 成伍

８ 開会の時刻  午後１時 

９ 議事日程 

   日程第１  前回議事録の承認について 

   日程第２  議事録署名委員の指名について 

   日程第３  諸般の報告  

事務事業等の報告 

日程第４   議 事 

臨時代理事務 臨時代理の報告について（平成３０年度多賀城

報告第１５号 市一般会計歳入歳出決算に対する意見）

臨時代理事務 臨時代理の報告について（平成３１年度多賀城

報告第１６号 市一般会計補正予算（第３号）に対する意見）

臨時代理事務 臨時代理の報告について（教育委員会への事務

報告第１７号 の補助執行に係る協議について）

日程第５  その他 
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教育長   

ただいまの出席者は５名であります。定足数に達しておりますので、これよ

り令和元年第９回定例会を開会いたします。 

日程第１ 前回議事録の承認について

教育長 

はじめに、令和元年第８回定例会の議事録について、承認を求めます。

議事録については、事前にお配りしておりますので、本日は朗読を省略いた

します。 

前回定例会の議事録について承認を求めますが、御異議はありませんか。 

  （「ありません」の声あり） 

教育長

異議がないものと認め、前回定例会の議事録については、承認されました。

日程第２ 議事録署名委員の指名について

教育長 

続きまして、議事録署名委員の指名を行います。議事録署名委員は、多賀城

市教育委員会会議規則第２１条第３項の規定により、教育長において、 渡委

員、根來委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

日程第３ 諸般の報告について 

事務事業等の報告

教育長 

これより本会議に入ります。 

はじめに事務事業等の報告をいたします。報告については、事務局職員に朗

読させますので、よろしくお願いいたします。副教育長。 

副教育長

それでは諸般の報告を申し上げます。 

議案資料の１ページをお願いいたします。令和元年第８回教育委員会定例会
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以降の事務事業の執行状況及び諸会議等の状況は、次のとおりです。

まずはじめに、教育総務課関係ですが、８月２８日、「令和元年度第３回仙

台管内教育委員会教育長会議」が仙台合同庁舎で開催され、教育長が出席しま

した。 

８月２９日、「令和元年度宮城県教育委員会・市町村教育委員会教育懇話会

圏域別会議」が宮城県自治会館で開催され、教育長が出席しました。 

９月１１日、「令和元年度第１回仙台管内教育委員会総務主管課長連絡協議

会課長会議」が仙台合同庁舎で開催され、学校教育課長補佐が出席しました。 

９月２０日、「令和元年第３回多賀城市議会定例会」が開会し、１０月１５

日までの２６日間の会期で開催されております。教育委員会関係議案は、教育

長及び教育委員の任命に係る人事案件が２件で、教育長に麻生川敦氏、教育委

員に 渡奈奈子委員の任命につき同意を求める他、本日臨時代理事務報告をい

たします「平成３０年度多賀城市一般会計歳入歳出決算」及び「平成３１年度

多賀城市一般会計補正予算（第３号）」の議案が提出されています。 

次に、学校教育課関係ですが、８月２９日、「第２４回多賀城市中体連駅伝

競走大会」が仙台港多賀城地区緩衝緑地で開催され、熱戦が繰り広げられまし

た。男子は、多賀城中学校Ａチームが、女子は、第二中学校Ａチームが優勝し

ました。 

９月６日、「キャリアセミナー」が多賀城中学校で開催されました。市役所

職員など多彩な社会人を講師に、地域の実情を知り自分たちの役割を考える学

びに取り組みました。 

９月７日、第二中学校及び東豊中学校で体育祭が開催されました。 

各小学校５年生の「国立花山少年自然の家」への２泊３日の宿泊学習は、９

月９日から２１日までに多賀城東小学校、山王小学校、天真小学校及び城南小

学校が無事に終了しております。また、多賀城小学校及び多賀城八幡小学校に

つきましても、９月中に実施する予定となっております。 

各小学校６年生の修学旅行は、福島県会津若松方面へ１泊２日で実施し、９

月６日に天真小学校が無事終了しました。２５日には多賀城東小学校、２６日

には山王小学校が出発する予定です。 

９月２１日、恐れ入りますここで「第２３回多賀城市中学校新人体育大会」

と表記してございますが、第２４回の誤りでございました。申し訳ございませ

ん。訂正をお願い申し上げます。「第２４回多賀城市中学校新人体育大会」が

市内各会場で開催され、各競技において熱戦が繰り広げられました。次のペー

ジをお願いいたします。 
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次に、生涯学習課関係ですが、８月３０日から９月１０日にかけて、中学校

区ごとの「第２回学校支援地域本部事業地域教育協議会」を開催し、１学期の

活動報告と２学期の運営について、地域連携担当教員と地域住民の皆さんとの

話し合いを行いました。 

９月１１日、東北学院大学との連携事業「秋期地域市民のための大学公開講

座」が東北学院大学工学部で開講しました。「医農工連携が拓く安全・安心な

社会」をテーマに全５回の講座を予定しており、申込者は４２名となっており

ます。 

９月１４日及び１５日、「第７３回全国レクリエーション大会 in 宮城」が宮

城県内で開催され、本市ではタッチラグビー、ターゲット・バードゴルフ、ユ

ニカール、ヒューストンの４種目が仙台港多賀城地区緩衝緑地及び多賀城市総

合体育館において実施されました。 

前回定例会以降に実施した主な社会教育事業等は別表のとおりです。 

次に、文化財課関係ですが、８月３０日、「令和元年度全国史跡整備市町村

協議会担当部課長会議」が東京都で開催され、文化財課長が出席しました。同

協議会の令和元年度第５４回大会の議題等について協議しました。 

以下２ページ中段から別表といたしまして、社会教育事業等の開催状況を５

ページ上段まで掲載してございますが、社会教育事業等の開催状況につきまし

て、今回から施設ごとに表をまとめ、時系列で掲載しております。これまでは、

一括して表形式でお知らせしてございましたが、今回から施設ごとに表をまと

めて、時系列で掲載をさせていただいておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

５ページをお願いいたします。令和元年９月２４日提出、教育長名、以上で朗

読を終わります。 

教育長 

それではただいまの報告について質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

教育長

質疑がないものと認め、事務事業等の報告を承認します。 
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日程第４ 議事 

臨時代理事務  臨時代理の報告について（平成３０年度多賀城 

報告第１５号  市一般会計歳入歳出決算に対する意見） 

教育長 

次に、議事に入ります。

はじめに、臨時代理事務報告第１５号「臨時代理の報告について（平成３０

年度多賀城市一般会計歳入歳出決算に対する意見）」を議題といたします。 

内容につきましては、関係課長から説明をいたします。副教育長。 

副教育長 

それでは、議案資料７ページをお願いいたします。 

臨時代理事務報告第１５号「平成３０年度多賀城市一般会計歳入歳出決算に

対する意見について」御説明を申し上げます。 

これは、９ページにございますように、市長から、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第２９条の規定に基づき、平成３０年度多賀城市一般会計歳

入歳出決算に対する意見を求められましたことから、令和元年８月２８日に臨

時代理により回答したので、報告するものです。 

８ページを御覧願います。 

こちらが、臨時代理書でございまして、平成３０年度多賀城市一般会計歳入

歳出決算について、異議ない旨回答しております。 

順に内容について、御説明をいたします。 

臨時代理事務報告第１５号関係資料として、別冊の資料１５号の１から１５

号の３まで資料として用意してございますので、はじめに、資料１５号の１を

御覧願いたいと思います。 

はじめに、資料１５の１の２ページ、３ページを御覧いただきたいと思いま

す。 

２ページと３ページは、普通会計の決算状況が、記載されておりますが、一

つひとつの説明は省略させていただきまして、ここでは決算額総額と、教育費

の総額だけ、御説明をさせていただきます。 

なお、この普通会計といいますのは、一般会計と同様のものでございます。 

左上の網掛けの部分になりますが、この普通会計の歳入と歳出の決算額が記

載されております。 

１歳入が、３２８億９,３１９万９０００円、歳出が、２９８億７,００２万

円です。 
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平成２９年度に比較しますと、歳入で７．５％、歳出で７％の減少になって

おります。 

３ページの右下に、目的別の決算額が記載されております。 

下段の表右側の、網掛け部分の１０款教育費の欄を御覧ください。 

平成３０年度決算額は、２７億３７８万３,０００円でございます。 

前年度と比較しますと、６．７％、金額的には、記載はございませんが、約

１億６,９００万円の増加になっております。 

歳出決算に係る事業概要は、後ほど歳出で御説明申し上げます。 

その他の、各種財政指標等につきましては、説明は省略させていただきます。 

次に、６ページ、７ページをお開き願います。 

こちらの表は、担当課ごとに、歳入の決算状況について取りまとめたもので

ございます。 

ここには、予算現額、収入済額が記載されておりますが、経常的な経費もご

ざいますので、記載項目の全部ではなく、各課長から、平成３０年度の決算状

況のうち、特に、特徴的なものを、何点かずつ御説明いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

はじめに６ページの教育総務課関係ですが、３点御説明いたします。 

教育総務課は、建設事業等のほかは、ほとんど経常的事業ですので、建設事

業のうちから御説明いたします。 

上から５行目に国庫補助金、学校施設環境改善交付金（中学校）で、予算現

額、３,７８４万９,０００円に対し、収入済額が０円となっておりますのは、

交付を見込んでおりました、東豊中学校の屋内運動場大規模改修事業について、

交付対象とならなかったことによるものでございます。 

なお、当該工事につきましては、今年度、交付決定を受けて工事を実施いた

します。 

その下の２行、ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金、予算現額それぞ

れ、６,７８２万７,０００円、３,０３３万９,０００円に対し、収入済額はと

もに０円となっておりますが、これは、小学校及び中学校の普通教室にエアコ

ンを設置するための交付金でありますが、国の補正予算の関係で、平成３０年

１２月の市議会で補正予算の議決をいただいており、平成３１年度に繰り越し

をしたことによるものでございます。 

その他は、経常的な歳入ですので、説明は省略させていただきます。 

学校教育課長 

続きまして、学校教育課といたしまして、２点御説明申し上げます。 
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まず、学校教育課の方で下から７行目の県補助金で、みやぎ子どもの心のケ

アハウス運営支援事業費補助金１,２７１万７,０００円になります。この事業

は、不登校・いじめ・心のケア等に関する支援体制の拡充を図ったもので、事

業の活動拠点「多賀城エスペランサ」の運営やスーパーバイザー・学び支援員・

心のケア支援員・適応支援員の報酬等に充てたものでございます。 

次に、その２行下、県委託金で、オリンピック・パラリンピックムーブメン

ト全国展開事業委託金１３万４,７３１円になります。この事業は、２０２０年

の東京オリンピック・パラリンピックに関わっていこうとする意欲を高めると

ともに、その価値や意義を教育に活用していくことを目的とし、天真小学校と

第二中学校が宮城県から推進校の指定を受けました。天真小学校ではシッティ

ングバレーボールチームを、第二中学校ではバレーボール元日本代表大林素子

氏を招き、交流や体験、講演会や実技指導を行い、その謝礼金や旅費、消耗品

等に充てたものでございます。 

学校教育課は、以上でございます。 

生涯学習課長 

続いて、７ページになります、生涯学習課関係について特徴的なもの、具体

的に言いますとここ数年経年で御説明させていただいております事案について、

お話させていただきたいと思います。 

生涯学習課の項目の２行目、県補助金でございます地域学校協働活動推進事

業費補助金です。予算現額１,２３０万３,０００円に対して収入済額８０１万

３,０００円でございます。この県補助金は、東日本大震災による被災地支援の

ための措置として、家庭・地域・学校が連携・協働して地域全体で子どもを育

てる仕組みづくりに関する事業に支払われるものでございます。本市では、こ

の県補助金を活用いたしまして、学校支援地域本部事業に６２万９,８５５円、

放課後子ども教室推進事業に７２８万１,１４５円、家庭教育事業に１０万

２,０００円を充てているものでございます。予算現額に対する収入率を見ます

と、６５．１％というふうになります。この収入率につきましては、実際にそ

の、今申し上げました３つの事業に係る実績に応じて支払われるものでござい

ます。特に昨年度は熱中症対策などによりまして、放課後子ども教室を開催で

きなかったこと、また毎年度のことでございますが、インフルエンザの流行等

において授業が実施できなかったということがございまして、当初の計画より

も事業実績及び収入率が低かったという結果になっているものでございます。 

続きまして、生涯学習課の下から２行目になりますが、雑入の読書通帳売払

でございます。収入済額が１３万２,９００円でございます。これは御承知のと
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おり、市内の中学生以下の子ども達には無料で配付しております。それ以外の

方々については、実費相当額をいただくということで１冊３００円を頂戴して

おります。この、収入済額１３万２,９００円は読書通帳４４３冊分に該当しま

す。内訳としましては、市内の大人７４冊、市外の子ども、すなわち中学生以

下となりますが１７８冊、そして市外の大人１９１冊となります。 

なお、市内の子ども達には無償で配付しておりまして、９６１冊という内容

でございます。昨年度より若干、売払額といいますか販売した数値は下がって

おりますけれども、ほぼ横ばいと見ているものでございます。 

生涯学習課関係は以上でございます。 

文化財課長 

続きまして、文化財課関係についてですが、平成２９年度決算に比べますと、

多賀城南門等復元整備事業で大きな動きがありましたが、それ以外は、前年度

からの繰越事業を除けば、大きな変更点はありません。ここでは、金額の大き

い項目及び動きがありました南門等復元整備事業について御説明いたします。 

はじめに、文化財課の上から２番目、国庫補助金、史跡等購入費補助金でご

ざいますが、特別史跡多賀城跡附寺跡の公有化事業は、年間事業費２億円に対

して、文化庁の補助金が事業費の８０％で１億６,０００万円となっています。 

平成３０年度におきましては、平成２９年度から事業費８,４８３万３,０００円 、

補助金で６,７５０万７,０００円を繰り越しておりますので、記載のとおり２

億２,７５０万７,０００円の収入となったものでございます。 

同様の理由で、上から５番目の県補助金も、県の規定により８００万円が上

限とされておりますが、平成３０年度につきましては、前年度の繰越額３３７

万６,０００円を加えた１,１３７万６,０００円となっております。 

次に、上から４番目の国庫補助金、国宝重要文化財等保存整備費補助金（史

跡等総合活用整備事業費補助金）につきましては、多賀城南門等復元整備事業

に充てる経費として、文化庁の補助金が事業費の５０％で２億１,０００万円と

なります。 

平成３０年度は、１２月に多賀城南門及び周辺地区整備・活用基本方針を策

定して、２月に補助金の交付決定を受け、本格的に事業着手となるところでご

ざいましたが、建築基準法上の手続きに係る協議等に時間を要したことから、

支障樹木の伐採業務以外は、ほとんどの事業費を平成３１年度に繰り越してお

ります。そのため、記載のとおり収入は、１０万１,０００円となっています。 

続いて、埋蔵文化財調査センターの上から４番目、受託事業収入で、埋蔵文

化財発掘調査受託ですが、市内埋蔵文化財包蔵地内で計画される個人住宅を除
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く開発行為に対し、事業者から費用をいただき、記録保存ため発掘調査を実施

するものでございますが、８,８５９万円の予算額に対して、７,１５７万

７,４６１円の収入となっております。 

平成３０年度は５件の発掘調査を実施しており、主なものは、多賀城西部地

区の大区画ほ場整備事業に係る調査で４,９８１万６,０００円、市川字伏石地

区の宅地造成工事に伴う調査で１,６２９万４,０００円となっております。 

なお、予算現額と収入済額に約１,７００万円の差がございますが、ほ場整備

事業の工事に係る設計変更等により、当該年度に計画した調査を次年度に変更

したことで１,１００万円の減額となったことが大きな要因でございます。 

文化財課関係は以上でございます。 

副教育長 

続きまして、歳出について御説明を申し上げます。１０ページを御覧願いま

す。１０ページ以降につきましては、歳出の決算書になりますが、歳出の内容

につきましては、資料２及び資料３により事業の内容等の説明に代えさせてい

ただき、ここでの金額の説明は省略させていただきます。 

それでは、資料１５の２をお願いいたします。 

こちらの資料につきましては、一昨年度までも作成しておりましたが、昨年

度から市議会の決算委員会の中で説明資料として用いたものでありまして、教

育委員の皆様方にも市議会での説明と同様に昨年度からこの資料で説明をさせ

ていただいているものでございます。今年度も同じく、市議会と同様の説明を

させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

表紙をめくっていただきまして、これから御説明いたします「多賀城市まち

づくり報告書」について申し上げます。構成というふうに表題がございますけ

れど、これは３にありますように、政策１から政策７により構成されておりま

す。第五次総合計画の構成となっておりまして、教育文化関係は「政策３歴史・

文化を継承し豊かな心を育むまち」の分野となっておりますので、こちらの内

容を御説明申し上げます。 

次の１ページをお願いいたします。 

こちらの資料は、現在本市で定めております「第五次多賀城市総合計画」に

おいて目指すまちの姿の実現に向けて、まちづくりがどの程度進んでいるのか、

事業の成果は上がっているのかといったことを示すため、平成３０年度の決算

を踏まえて、まちづくりの成果報告書として作成したものでございます。施策、

基本事業における成果指標の推移を踏まえた成果状況等の結果を、評価として

示すことによりまして、総合計画の進捗状況等を明らかにしています。 
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また、複数年での指標の推移を確認することにより、指標の動きが外的要因

による突発的なものなのか、社会情勢の変化等による必然的なものなのかを見

る目安となり、限られた行財政資源の選択と集中及び行政活動の改革と改善へ

の活用が期待されるものでございます。 

一般的には、事務事業の成果が向上することで、基本事業の成果が向上し、

基本事業の成果が向上することで、施策の成果が向上する仕組みになっており

ます。この資料によりまして、政策の内容等を通して決算状況を審議していた

だくことをねらいとして、昨年度から市議会においてお配りし、説明資料とし

て用いたものでございます。 

次の２ページ、３ページをお願いいたします。 

これは、本編の掲載内容について、記載例により説明しているものでござい

ます。今回が二回目ですが、お時間をいただいて、内容の説明をさせていただ

きます。 

表題としまして「３施策・基本事業の動向」とありますが、２ページの一番

右上の囲みに施策の成果状況は、左側のページとなるよう調整しています。 

その下、表の作りで施策のプロフィールに施策の対象、施策の意図というく

くりがございますが、施策の対象は、施策や基本事業が働きかける対象、人や

モノを示しております。施策の意図は、施策や基本事業を展開することで対象

をどのような状態にしたいのか、その目標とする姿を示しております。 

下にまいりまして、指標の区分とありますが、目指す姿の実現具合を計るも

のさしとして設定している成果指標は、その特性により３つに区分しておりま

す。成果は目指す姿の達成度を示すもの、社会は事業状況を指標化したものの、

行政の関与よりも社会経済情勢等の影響が大きいもの、代替は成果の指標化が

難しい場合に、代替指標として行政の活動量等を設定したものでございます。 

その下、取得方法ですが、これはその指標の取得方法でございまして、市民

アンケートと記載してある場合は、毎年定期に市民３,０００人を対象に行うア

ンケートにより取得する方法でございます。その他に、後ほど文中にも出てま

いりますが、職員アンケートは毎年定期に職員を対象に行うアンケートにより

取得する方法でございます。業務取得としまして、通常の業務内で取得する方

法もございます。課独自調査としまして、この成果指標を取得するために各課

等が行うアンケート等により取得する方法ということで、指標を取るための方

法がここに記載してございます。 

その下の指標特性には「上がると良い」と記載しておりますが、この場合は

数字が上がると良い指標、逆に「下がると良い」は数字が下がると良い指標、

その他は数値の増減で良し悪しを判断できない指標という内容となっておりま
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す。 

中段以降の表、真ん中から右に、単位、基準値、実績値と並んでございます

が、この基準値は平成２６年度を基準としております。それに伴って実績値（Ｈ

２９）、実績値（Ｈ３０）があり、その右に右肩上がりの矢印で目標値とござい

ますが、３つのパターンで表しております。 

数値であれば、業務データから現状値を把握するもの、矢印の場合は、目標

値を数値で表しにくいものと現状維持のもので、アンケートで把握する場合は、

統計誤差の関係があるため、方向性を矢印で表し、数値で目標値を設定してお

りません。 

その隣に「指標のうごき」とあり、晴れとマークで記載しておりますが、こ

こには後期基準値又はデータの取得初年度と比較した際の、平成３０年度の成

果指標の動きを次の区分で示してございます。なお、アンケートで数値を取得

しているものにつきましては、一定の統計誤差を考慮しています。ここにあり

ますように、晴れで向上とございますが、この場合については数値、成果が後

期基準値又は取得初年度より向上しているもの、例えば、同じ晴れでも横ばい

の場合は、数値、成果が後期基準値又は取得初年度と比べて横ばいあるいは微

向上又は横ばいであるものです。曇り（横ばい）の場合は、数値、成果が後期

基準値又は取得初年度と比べて横ばいあるいは微低下であるものです。それか

ら雨マークですが、数値、成果が後期基準値又は取得初年度と比べて低下して

いるものでございます。 

その下に冠マークがございますが、これは目標達成度といたしまして、成果

指標の令和２年度の後期目標値への達成度合いを示しています。この令和２年

度と言いますのは、第五次総合計画後期基本計画の最終年度にあたります。記

載例のように冠マークについては、目標値を既に達成しているということにな

ります。 

それから、四角のマスで３つある場合は、目標年度までに目標値を達成する

可能性が高いもの、四角のマスが２つ塗りつぶされている場合は、目標年度で

目標値を達成する可能性が高いもの、１つのマスだけの場合は、目標年度で目

標値を達成することが難しいものでございます。 

左の２ページにお戻りいただきまして、下の方に評価という欄がございます。 

こちらには状況と原因を記載しており、状況は、指標値の増減、指標のうご

き、目標達成度に関する評価を記載しておりまして、原因は、状況に対する原

因分析の内容を記載しています。のちほど具体的な施策等でも御説明いたしま

すが、こちらでは成果の指標をもってそれについての達成度合い、進んでいる

のかいないのか、それについての原因を記載して評価をする、という表の構成
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になっております。 

次に、５ページをお願いいたします。 

先ほど申し上げましたように、７つ政策分類のうち、政策３が教育委員会の

所管分野になります。総合計画におきましては「歴史・文化を継承し豊かな心

を育むまち」として、具体的な施策を展開しております。 

次に、６ページをお願いいたします。 

これからの説明につきましては、左側には政策・施策として大きな進むべき

方向性を示しており、右側のページには、その政策・施策を達成するための具

体的な事業及び指標を個別に掲載しておりますので、左側のページの説明の後

に、右側の主だった基本事業を抜粋して御説明申し上げます。 

はじめに、６ページ、施策３-１「学校・家庭・地域の連携による教育力の向

上」について御説明いたします。 

この施策は、幼児、１８歳以下の青少年とその保護者、地域住民、学校を対

象に、学校・家庭・地域が連携し、子どもたちが生き生きと安全に暮らしてい

る状況を意図としています。施策の成果指標は一つで、市民アンケート結果に

よる、学校・家庭・地域が連携していることで子どもたちが、「健全に育成され

ていると感じている」、「ある程度感じている」と回答した市民の割合としてい

ます。後期基準値の４３．７％に対して、平成３０年度は４８．９％で、５．２

％の増ですので、指標のうごきは「晴れの（向上）」、目標達成度を「高」とし

ています。これは、学校支援地域本部事業や、放課後子ども教室など、学校・

家庭・地域が連携した協働教育事業の取組みが浸透してきていることが要因で

あると考えています。 

次のページをお願いいたします。 

次に、基本事業の成果指標ですが、７ページの下から２つ目、基本事業１の

指標③「学校・地域が連携する活動の延べ協力者数」をご覧ください。後期基

準値の４,５２５人に対して、平成３０年度は９,３８６人で、４,８６１人の増

となっており、また、目標値の７,８００人を大きく上回っているため、指標の

うごきは「晴れの（向上）」で、目標達成といたしました。熱中症対策で、放課

後子ども教室を中止したケースもありましたが、学校支援本部事業で、協力者

が前年度より４３５人も増加しており、全体的に、協働教育事業が定着してき

たことが要因と考えています。 

次に、一つ下の基本事業２の指標①「放課後の安全な子どもの居場所・遊び

場があると思う市民割合」ですが、市民アンケートの結果を指標としています。

後期基準値３９．４％に対して、平成３０年度は５２．４％で、１３ポイント

の増となっており、目標値は後期基準値より上昇としていることから、指標の
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うごきは「晴れの（向上）」で、目標は「達成」としています。放課後子ども教

室の継続的な取組みにより、子ども達の安全な居場所として広く認知されてき

たことが要因と考えています。 

次に１０ページをお願いいたします。 

施策３－２「学校教育の充実」についてでございます。 

この施策は、児童、生徒、小中学生を持つ保護者、市内の公立学校に勤務す

る教職員、地域住民を対象に、児童・生徒が充実した学校生活を送っている状

況を意図としています。施策の成果指標を２つ設定しており、指標①が、「学校

生活が楽しいと思う児童の割合」で、小学校２年生、４年生、６年生対象のア

ンケートの回答としています。後期基準値が８８．7％に対して、目標値を割合

の上昇とし、平成３０年度は、９１．４％となっており、指標のうごきは、「晴

れの（横ばい）」、目標達成度を「達成」としています。仲が良い友達がいる割

合が対象学年全体で９８％以上であり、また、勉強が楽しいと思う割合が対象

学年全体で平成２９年度より上昇していることが要因の一つと考えられます。 

指標②は、「学校生活が楽しいと思う生徒の割合」で、中学校２年生対象のア

ンケート調査の回答を指標としています。後期基準値が７２．７％に対して、

目標値を割合の上昇とし、平成３０年度は７６．２％となっており、指標のう

ごきは、「晴れ（向上）」、目標達成度を「達成」としています。小学校と同様に、

仲が良い友達がいる割合が９８.５％と高く、また、勉強が楽しいと思う割合が

平成２９年度より大きく上昇していることが要因の一つと考えられます。 

次のページを御覧ください。 

基本事業の成果指標ですが、１１ページ、下から２番目と一番下、基本事業

２の①「小学校において授業がわかると答える児童割合」及び②「中学校にお

いて授業がわかると答える生徒割合」を御覧ください。ここでは、それぞれ目

標値を後期目標値割合の上昇としており、施策の説明で申し上げました、児童

生徒へのアンケート調査の結果を指標としています。 

指標①は、後期基準値８６．６%に対して、平成３０年度は、９２．５％であ

り、指標のうごきは、「晴れの（横ばい）」、目標は「達成」としています。その

下指標②は、後期基準値６６．８%に対して、平成３０年度は、７５．６％であ

り、指標のうごきは、「晴れの（横ばい）」、目標は「達成」としています。とも

に、各学校における授業内容の充実と共に、規則正しい生活や落ち着いた学校

生活を送れる環境づくりの持続的な取り組みなどが要因の一つと考えられます。 

次のページをお願いいたします。 

１２ページの一番下と１３ページの一番上、基本事業４の①及び②「教育相

談体制の充実」を御覧願います。 
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指標①は「不登校出現率」で、後期基準額１．８１%に対して、平成３０年度

は、２．２７％であり、指標のうごきは、「曇りの（横ばい）」、目標値を１．３％

としており、目標達成度は「中」としています。学校、スクールソーシャルワ

ーカー及びスクールカウンセラーとの連携による取組みにより、一定の効果が

認められるものの、不登校の要因が学校のみならず、家庭環境などが複雑に絡

み合っていることが要因の一つと考えられます。 

次のページの指標②は、「再登校率」で、後期基準値３５%に対して、平成３０

年度は、３４．５％であり、指標のうごきは、「曇り（横ばい）」、目標値を４０％

としており、目標達成度を「中」としています。指標①と同様になりますが、

スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーとの連携による取組みな

どを積極的に行っていますが、不登校の要因が学校のみならず、家庭環境など

が複雑に絡み合っていることが要因の一つと考えられます。 

次に、１６ページをお願いいたします。

施策３－３「生涯学習の推進」についてでございます。この施策は、市民を

対象に、「市民が知性と豊かな心を育むために、生涯学習活動を行っている」及

び「市民が生涯学習の成果を地域や社会に生かしている」状況を意図していま

す。   

２つの成果指標を設定しており、市民アンケートによる、指標①が、「生涯学

習を行っている市民割合」、指標②は「生涯学習の成果を地域や社会に生かして

いる市民割合」です。ともに、平成２７年度から、アンケート設問項目を変更

したため、それ以前である後期基準値は、数値を表示していません。

指標①は、平成２７年度の６４．５％に対して、平成３０年度は６６％で、

１．５ポイントの増となっておりますので、指標のうごきは、「晴れの（横ばい）」、

目標達成度を「中」としています。特に「健康・スポーツ」や「音楽・美術」

などの活動を行っている市民の割合が、それぞれ３０％を超えており、このこ

とが、指標値の高水準維持につながっていると考えています。 

指標②は、平成２７年度の３０．２％に対して、平成３０年度は２８．５%

で、１．７ポイントの減少となっていますので、指標のうごきは、「曇りの（横

ばい）」、目標達成度を「中」としています。年齢を問わず、生涯学習で身に付

けた知識や技術を社会のために生かす機会が少ないことなどが要因と考えてい

ます。 

次のページでございます。 

基本事業の成果指標について、１７ページの一番上、基本事業１の指標①「講

座・教室メニュー数」で、後期基準値７７件に対して、平成３０年度は２９３

件で、２１６件の増となっており、また、目標値の９０件を大きく超えていま
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すので、指標のうごきは「晴れの（向上）」、目標は「達成」としています。市

立図書館で、年間１７０件を超える講座等を開催していることが大きく増加し

た要因です。 

次に、２０ページをお開きください。

施策３－４「市民スポーツ社会の推進」について説明いたします。この施策

は、市民を対象に、「多賀城市型の市民スポーツ社会が進展し、多くの市民がス

ポーツに親しんでいる」状況を意図としています。施策の成果指標として、市

民アンケートによる、「週１回以上スポーツ・運動をしている市民割合」で、「週

１回６０分以上、または週２回３０分以上のスポーツ・運動をしている」と回

答した割合としております。 

後期基準値の３６．５パーセントに対して、平成３０年度は３９．５％で、

３．０ポイントの増となっておりますので、指標のうごきは「晴れの（横ばい）」、

目標達成度は「高」としています。前年度よりわずかに数値が減少しているも

のの、後期基準値より数値が増加していることは、スポーツ施設の適正な管理・

運営及びスポーツ大会や教室の開催により、安定した環境と機会が提供できて

いることが要因と考えています。 

次のページを御覧ください。 

基本事業の成果指標ですが、２１ページ一番上、基本事業１の指標①「スポ

ーツ等の教室・大会数」です。後期基準値の８７回に対して、平成３０年度は

１５９回で、７２回の増となっており、また、目標値の９５回を大きく超えて

おりますので、指標のうごきは「晴れの（向上）」、目標は「達成」としていま

す。 

これは、多賀城市民スポーツクラブによる指導者の派遣事業や、各小学校体

育館で実施した「児童の体力・運動機能の向上事業」、「健康・スポーツ相談室」

を実施したことなどが要因です。今後とも、スポーツ機会の充実については、

スポーツクラブ等と連携しながら、積極意的に取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

次に、２４ページをお願いいたします。

施策３－５「文化財の保護と活用」について説明します。この施策は、市内

所在の文化財及び市民を対象に、「文化財が次の世代へ継承され、市民が市の歴

史と文化に誇りを持っている」状況を意図としています。施策の成果指標は、

市民アンケートによる、「市の歴史と文化に誇りを感じる市民割合」としていま

す。後期基準値が４６．８％に対し、平成３０年度は５２．３％で、５．５ポ

イントの増となっております。指標のうごきは、「晴れの（横ばい）」ですが、

後期目標値を５０％としていますので、目標達成度を「達成」としています。 
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これは、平成２８年度に多賀城跡などが日本遺産に認定されたこと、平成３０

年度に開催された展示会「東大寺と東北～復興を支えた人々の祈り」及び東大

寺関連イベントにより多賀城の認知度が向上したことが要因と考えています。 

「市の歴史と文化に誇りを感じる市民の割合」を向上させるには、引き続き、

啓発、情報発信に関する施策、事業の取組みが肝要と考えています。 

次のページでございますが、基本事業の成果指標です。 

２５ページ一番下、基本事業２の指標②「市内所在の文化財訪問者数」を御

覧ください。後期基準値１３万２,０３１人に対して、平成３０年度は、１４万

７,６５２人であり、目標値を１４万人としていることから、指標のうごきは、

「晴れの（向上）」、目標は「達成」としています。 

これは、施策で御説明したとおり、多賀城跡などの日本遺産認定、展示会「東

大寺と東北～復興を支えた人々の祈り」及び東大寺関連イベントの会場として

の使用、また、多賀城跡あやめまつり入込数の増加などが要因と考えています。 

次のページでございます。 

２６ページ一番上、基本事業３の指標①「市内所在の文化財の平均認知項目

数」は、市民アンケートの結果を指標としています。後期基準値６に対して、

平成３０年度は、７．３８であり、目標値を項目数の上昇としていることから、

指標のうごきは、「晴れの（横ばい）」、目標達成度は、「中」としています。 

これも、多賀城跡などの日本遺産認定、東大寺展が要因と考えますが、一方

で、多賀城跡、多賀城廃寺跡などの知名度の高さに比べ、認知項目として低い

文化財の認知度アップに向けた取組みがより必要と考えています。 

政策３に係る施策、基本事業の説明は以上でございまして、これで、資料２

の説明を終わらせていただきます。 

続きまして、資料１５－３の御説明をさせていただきます。 

資料１ページをお願いいたします。 

ここには、総合計画に定める「基本事業」に大きく貢献する教育委員会関係

分の事業といたしまして、３１事業を掲載してございます。なお、ここに、掲

載された３１事業のうち、市議会では、網掛けをしております２事業について、

主要な事業として御説明をいたすものでございます。これは、平成３０年度か

らスタートした事業や、特徴的な事業などを選び、説明することとしたもので

す。本日も、市議会で説明いたします、２事業についての説明をさせていただ

きますのでよろしくお願いいたします。 

まず、８ページをお開き願います。 
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学校教育課長 

８ページにつきまして、説明を申し上げます。 

「外国語活動指導支援事業」について説明いたします。 

中段の対象・意図の欄を御覧ください。市内の児童生徒を対象に、外国語の

聞く・話すという能力だけの向上ではなく、積極的にコミュニケーションをし

ようとする意欲をもち、日本と外国の言語や文化の違いについて体験的に理解

を深めることを意図しています。 

その意図を達成するため、手段の欄に記載しているように、平成３０年度に

おいては、外国語や異文化に触れ合う機会のさらなる充実を図るため、外国語

活動の指導支援として各小中学校へ配置している外国人講師を１名増員し、５

名体制で円滑な英語教育を推進しています。 

ページ下段の事業状況を御覧ください。本事業の取り組みの評価として、外

国人講師を派遣することにより、身近に外国語や異文化と触れ合える機会を提

供できていることから、順調であると評価しています 

今後の事業実施にあたっては、教職員からの外国人講師に対する評価が高い

数値で推移していることから、向上の余地は小さいと考えております。 

次に３７ページをお開きください。 

文化財課長 

３７ページの文化財課関係の「特別史跡多賀城跡復元整備事業」について御

説明いたします。 

対象、意図の欄を御覧ください。平成２８年度に作成した実施設計に基づき、

復元工事のための諸手続や関係機関との事業調整を行うことで、特別史跡を積

極的に活用してくための環境を整備していくことを目指しております。 

その意図を達成するため、平成３０年度においては、手段の欄に記載してお

りますように、１２月に策定した「多賀城南門及び周辺地区整備・活用基本方

針」に基づき、多賀城南門等復元整備検討委員会を開催して、多賀城南門等の

復元工事に係るスケジュールを説明したほか、盛土工事に支障となる周辺樹木

の伐採業務を実施しました。 

なお、平成３０年度の文化庁補助事業で採択された、多賀城南門等復元整備

の地形修復工事や部材製材等工事など残りの事業は、平成３１年度へ繰り越し

を行っています。 

本事業の取り組みの評価といたしましては、下段の事業状況にありますよう

に、復元に係る文化庁補助金が採択され、建築確認申請の資料作成等の事業に

着手したことから、「概ね順調である」と評価しています。 
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今後の事業実施に当たりましては、計画どおり文化庁補助金が採択されるこ

とで、目標年次までの工事完成が見込まれることから、「向上の余地は大きい」

と考えています。 

以上で、臨時代理事務報告第１５号の説明を終わります。 

教育長 

ただいまの説明について、質疑ありませんか。根來委員。

根來委員 

１５号関係資料２の中からふたつと、それから、１５号関係資料３の中から

ひとつお尋ねします。 

１１ページの「教育の質の向上」のところなんですけれども、小学校と中学

校で「授業がわかると答える児童割合」が横ばいとなっておりますけれども、

基準値よりも高い状況ではあるようなんですが、仮になんですが、これが下が

るようなことがあった場合には、何か対策というか向上させる手立てなど、何

かお考えのことがあれば教えていただきたいです。 

それから、１８ページと２５ページに関連するんですが、先ほどの２４・２５

ページの文化財の所で、多賀城の歴史の認知の向上というお話がありました。

その向上した中で、知られている、要するに認知されているということで、そ

れは多賀城市民に対してのことなんだと思うんです。ということは、史跡のま

ち多賀城という名目を挙げている街な訳ですから、もう少し芸術文化というと

ころの向上率が上がることを考えなければならないのかなと。特に、芸術文化

というのは、触れたり参加しないことには認知されることは増えていきません

ので、サークルの登録者数というのは上がっているようなんですけども、鑑賞

だけではなくって、有形文化財だけではなくて無形文化財も含めた、その芸術

と呼ばれる類のもので、例えば小学生が触れられる文化だとか、中学生が参加

できる何かだとか、この中で考えているものがあれば教えていただきたいのと、

その連動ということでぜひ芸術文化の標準というところが上がるように、何か

手立てをお考えいただきたいなというのがあります。 

それから最後に、１５号関係資料３で、すみません、先に説明がなかった項

目になるんですが、４ページの「学校支援地域本部事業」について、取り組み

に対しての評価がされているんですが、その内容については、何か調査をされ

てこういう内容で実施して、それに対しての取組みの評価ということになって

いるのか、それとも実施回数をもとに取組みの評価というものをなさっている

のか。要は内容というものを含めた評価になっているのか、いないのかという
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ところを教えていただきたいです。 

教育長 

  学校教育課長。 

学校教育課長 

 まず、第１５号関係資料の２の１１ページ「授業がわかると答える児童割合」

のところで、下降線を辿ったときにという御質問でございました。実際には、

これは子ども達に同じように毎年回答してもらっていますけども、低い結果が

出たとします。そうすると、まず担任が見ていますので、担任がこの評価を汲

み取って自己反省します。自分で教材研究するのと一緒に、子ども達の評価と

いうものを活かして授業を組み立てますので、自分としてはこういうことが足

りないんじゃないかと改善を加えます。それから、これを当然、校長・教頭等

も共有しておりますので、どこのクラスが下がったのか分かりますから、実際

には具体的に指導にあたりますので、そのようにして改善を図ります。以上で

す。 

教育長

  生涯学習課長。 

生涯学習課長 

  ２点いただいたと思いますけど、まず、芸術文化の活動の周知の向上といっ

た話でございます。昨年度は、東大寺展の絡みがあったということなので、随

所にその影響があって、数値が上向いている傾向がございます。文化財と絡め

てという部分に特化してお話させていただきますと、実は図書館などにおいて

も、郷土資料の充実ですとか継続的に歴史講義などを設けて、広く多賀城を知

っていただくと同時に、多賀城の文化財に触れる機会の提供なども行っている

ところでございます。そういった部分が、この数値の中にどう出てくるかとい

うところは読み切れない部分が正直ございまして、非常に言い訳がましくなっ

てしまいますけども、アンケートの結果によるということで、そのアンケート

の取り方によってもだいぶ変わってくるだろうと思っております。このご指摘

いただきました１８ページの「芸術文化鑑賞をしている市民割合」というのは、

市民アンケートによるもので、アンケートもただ鑑賞していますかと訊くとな

かなか答えにくいので、そこでカテゴリーで芸術・演劇と、複数回答で丸を付

けてもらった数値の結果ということであがってきているものでございます。な
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ので非常に相対的なところがあって、個別の部分についてどうなんだってこと

を計る時には、それぞれの事業展開をした時の利用者・参加者のアンケートの

結果によるんだろうと思っております。私どもが手掛けております生涯学習関

連事業では、その都度のアンケートを取っておりますが、とてもいい高評価を

いただいております。それは、当然ながらそれに参加した人たちの声ですから、

裾野を広げるためには、参加していない人たちをどのように集めるんだとか、

その人たちの声というのはアンケートの結果なんだろうというような見方もし

ておりますので、できるだけ多くの人にいろんな芸術文化活動に触れる機会を

提供すべきだと、文化交流の拠点となります図書館を基軸として様々な事業を

展開しておりますが、他の施設と連携を深めて、文化センターでこんな催事が

ある、であればその前にアウトリーチみたいな話をして、できるだけ有意にで

きるような、そんな仕掛けを取っていきたい、そのようなところで事業を展開

させていただこうと考えております。 

  それでは、学校支援地域本部事業ということでございますが、数値上の伸び

がまず１点、それから、内容上のものも含めてということで評価させていただ

きました。内容は何かと言いますと、それぞれ学期単位で、それぞれの中学校

区に地域連携の担当の先生、それから地域コーディネーター、そして生涯学習

課の職員が赴いて、次どうするのか１学校区ごとに振り返るんですが、それだ

と、その中学校区だけのことで終わってしまいますので、年に１回程度、各学

校の担当の先生方に来ていただいて、研修会を行っております。その時には座

学として、いろいろなあるべき姿などをお話しいただくのですが、その他に、

それぞれの学校でどんなことをやっているのかということを共有する場を設け

ています。その中で、今まで１学校区でしかやっていなかったことが、多くの

学校区で授業展開できます。具体的に言うとスポーツ補助とかですね。そうい

ったことがありますので、そういうことも含めて、だいぶ順調に進んでいると

いうふうに評価させていただいております。 

教育長 

  他にございますか。 渡委員。 

渡委員 

 資料の第１５号の２の方で、１０ページなんですけれども、「学校生活が楽

しいと思う児童・生徒割合」というところで児童の方は上がってきているんで

すけれども、中学校の生徒の割合というのが、基準値を基準にすれば平成３０

年度は上がってきてるんですけど、これを見ると、平成２７年・２８年・２９
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年は基準値より下がっているというのは、基準値として高めだったということ

なんでしょうか。それとも、基準値に対してその後の３年間が低いのは、何か

理由があって、現在は高くはなっているけどその数年前が低い状態になってい

たかどうかというのを教えていただきたいと思います。 

教育長 

  学校教育課長。 

学校教育課長 

 基準値はその前の、たぶん５年くらいの経過を見て基準値を定めていると思

いますので、この基準値はそれなりに適切に設定しているものだと考えており

ます。ですから、２７年・２８年・２９年は思わしい数値が出なかったという

ことになるかと思います。具体的に何が低かったかということは、今、手元に

資料がございませんので、今回は、先ほど副教育長が説明したとおりですね、

仲の良い友達がいるという割合が高い、あとは勉強が楽しいと思う割合が増え

た、そこが押し上げたところになります。これを継続して、下回らないように

努めていきたいと考えております。 

教育長 

渡委員。 

渡委員 

 ありがとうございます。 

 それと、直接ではないんですが、１８ページのところで、先ほどの基本事業

の０３と０４で芸術文化の振興というとこで、市民アンケートでは上がってき

てるということなんですが、これはあくまでも市民に対するアンケートで、市

としての評価だと思うんですけど、今回はちょっと離れるんですけど、市外の

人のアンケートというか、「東大寺と東北～復興を支えた人々の祈り」の展示

会というのはかなりの方がみえたと思うんですけど、市民の方と市外の方の割

合というのは、後でお分かりになりましたら教えていただけたらと思います。 

教育長 

生涯学習課長。 
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生涯学習課長 

 ただ今のは、東大寺展を御覧になられた方の満足度みたいなものが、市内と

市外で分かればということで、どうしても担当部局が市長公室の方になります

ので、そちらの方に確認し、もし分かれば次回の定例会の時にお示ししたいと

思います。 

教育長 

  浅野委員。 

浅野委員 

 第１５号関係資料の３の「外国語活動指導支援事業」についてお尋ねします。

前にもちょっとお話したことありますけども、多賀城市の指導支援をするため

の人員的な配置が非常に充実しているということは、全くそのとおりな訳です

けども、今回、外国語活動指導支援事業について、いわゆる小中学校の現場の

実際に指導に当たっている先生方ですね、その先生方とこの支援事業のための

講師との連携、その他について、課長さんの目から見て何か課題のようなもの

はあるのか、あるいは上手く機能しているのか、その辺あたりせっかくの措置

ですので、できるだけより大きな効果を目指すために、特に考えていることな

どありましたら教えていただきたいです。 

教育長 

  学校教育課長。 

学校教育課長 

 今、連携というお話がございましたけども、今回１名増になりました。平成

３０年度ですけども、小学校区に１名プラスになりました。以前は、小学校３

校に１名居たところが２校に１名、まあ１人が３校持つよりも２校ですから、

このＡＬＴの先生が１校にかける力というのはプラスに働いていると。そして、

それに加えまして、小学校の外国語指導は今年度から専科という形で、専科が

入りました。今までは６年１組担任、６年２組担任が、ＡＬＴとやり取りをし

ながら指導にあたっていたんですけども、英語専科Ａという教員が、６年１組

の指導も６年２組の指導も行ってという形になりましたので、ＡＬＴと密接に

連携が取れるようになりました。その点が非常によかったなあというところで

ございます。 

 マイナス面をあえて申し上げますと、ＡＬＴの先生の質というんですかね、
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やはり評価が低く出てくる先生が居ないとも言えない。そういう方は、委託先

とやり取りをしながら、アンケートも取っておりますので、ここを改善してほ

しいということで伝えているところでございました。今、マイナスのお話をい

たしましたが、軒並みＡＬＴの先生にはよくやっていただいているというとこ

ろでございます。 

教育長 

  他にございますか。 

（「質疑なし」の声あり） 

教育長

質疑がないものと認め、臨時代理事務報告第１５号を承認します。 

臨時代理事務  臨時代理の報告について（平成３１年度多賀城 

報告第１６号  市一般会計補正予算（第３号）に対する意見） 

教育長 

次に、臨時代理事務報告第１６号「臨時代理の報告について（平成３１年度

多賀城市一般会計補正予算（第３号）に対する意見）」を議題といたします。

内容につきましては、関係課長から説明をいたします。副教育長。 

副教育長 

それでは、議案の１１ページを御覧願います。１１ページでございます。 

臨時代理事務報告第１６号「平成３１年度多賀城市一般会計補正予算（第３号）

に対する意見について」御説明を申し上げます。 

これは、１３ページにございますように、市長から、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第２９条の規定に基づき、平成３１年度多賀城市一般会計

補正予算（第３号）の調整について意見を求められましたことから、令和元年

９月５日に臨時代理により回答したので、報告するものでございます。 

１２ページをお願いいたします。 

こちらが、臨時代理書でございまして、平成３１年度多賀城市一般会計補正

予算（第３号）の調整について、異議ない旨回答をしております。 

なお、本補正予算案につきましては、来る今月２０日から開会されておりま
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す第３回定例会において審議をされますので、申し添えます。 

ここから、臨時代理事務報告第１６号関係資料によりまして、順に内容を御

説明申し上げます。別冊の臨時代理事務報告第１６号関係資料を御覧いただき

たいと思います。 

はじめに、３ページをお願いいたします。 

３ページの右から２列目の一番下に、一般会計予算の歳出補正額の合計額が

出ておりますが、右から２列目で、今回の補正額の合計額は、４億９,２３８万

９０００円で、補正後の総額は、その隣り、２８５億６,１８１万２０００円と

なるものでございます。 

下から６行目以降に、太枠で囲んだ１０款教育費がございますので、御覧く

ださい。 

教育費の補正予算額につきましては、右から２列目、１億５,９５７万９０００

円を増額するもので、補正後の予算額は、その隣り、３６億５４７万１０００

円となるものでございます。 

今回は、１項の教育総務費から４項社会教育費までの補正になりますが、内

容の詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

まず、歳出から内容を御説明いたしますので、１２ページ、１３ページをお

願いいたします。１２ページ、１３ページでございます。 

中段、１０款２項１目、小学校学校管理費で、４,９５６万７０００円の増額

補正でございます。 

内訳といたしまして、１１節需用費、３,２８０万２０００円の増額でござい

ますが、説明欄、１学校施設維持管理事業、修繕料の増額でございまして、主

なものといたしましては、多賀城八幡小学校南面バルコニーベランダ、パラペ

ット壁の老朽化に伴う剥離拡大防止のための修繕費として約１,７００万円、山

王小学校及び多賀城八幡小学校のそれぞれ老朽化した倉庫の解体及び市役所庁

舎北側駐車場から撤去予定の倉庫を活用し移転する費用としましてそれぞれ

３５０万円の合わせて７００万円、そのほか、雨漏り等の修繕費用、及び下半

期における修繕対応費として、２００万円を計上しているものでございます。 

次の２学校環境整備事業、１３節の委託料、小学校トイレ改造工事設計業務

委託１,６７６万５０００円の増額は、耐震化や防災機能強化を図ります国の

「国土強靭化関連事業」について、トイレ改修も補助対象となりますことから、

来年度の補助金交付の要望を行ったことから、老朽化対策を図るための小学校

４校分の改修に係る設計を事前に委託することによるものです。 

次に、３項１目中学校学校管理費で、２,３６１万４０００円の増額補正でご

ざいます。 
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内訳といたしまして、１１節需用費、５８３万９０００円の増額でございま

すが、説明欄、１学校施設維持管理事業、修繕料の増額でして、主なものとい

たしまして、高崎中学校の門扉修繕２５０万円、及び下半期における修繕対応

費として、２００万円を計上しているものでございます。 

次の２学校環境整備事業、１３節の委託料、中学校トイレ改造工事設計業務

委託１,７７７万５０００円の増額は、小学校同様来年度の国の補助金交付要望

を行ったことから、中学校３校分の改修に係る設計を、事前に委託するもので

ございます。 

小学校費及び中学校費の修繕費の補正につきましては、いずれも、児童生徒

の学校生活に支障を来たすことのないよう、早期の対応が必要なため、年度内

補正予算により修繕対応を図っていきたいとするものでございます。 

生涯学習課長 

続いて、４項社会教育費で、６,３７７万５０００円の増額補正でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

 ８目市民会館費で、７８１万円の増額補正でございますが、これは、説明欄、

文化センター改修事業で、文化センター２階の事務室系統空調設備の一部が故

障いたしまして、なおかつ供給部品も製造終了となっておりますことから、故

障した空調機器を更新する工事を行うものでございます。なお、工期は２か月

程度を見込んでいるものでございます。 

文化財課長 

続いて、９目埋蔵文化財調査センター費で、５,５９６万５０００円の増額補

正でございます。 

説明欄１、埋蔵文化財緊急調査事業（補助）の６３０万円の増額補正ですが、

当初、住宅建築等に伴い１６件で約１，６６０㎡の調査を想定しておりました

が、１７件で２，５６９㎡の調査となりまして、調査面積が９００㎡ほど増え

たことにより、遺構量及び機械による掘削土量が増加したため、これら調査に

係る 1 節報酬、１１節需要費、１４節使用料及び賃借料の費用を増額するもの

でございます。 

次に、説明欄２の埋蔵文化財緊急調査事業（復興交付金）につきましては、

補正額に増減はございませんが、６月に着手した西沢遺跡の発掘調査約２,６００

㎡分の表土掘削に係るバックフォー等借上料が不足いたしますことから、１節

の報酬を減額し、１４節の機械借上料に組み替えるものでございます。 

なお、減額する発掘作業員報酬につきましては、調査件数と遺構量が当初想
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定よりも少なかったことから、当初予算の７割程度にとどまる見込みでござい

ますので、減額した予算額で間に合う予定でございます。 

次に、説明欄３の埋蔵文化財調査受託事業（ほ場整備）で４,９６６万５０００

円の増額補正でございます。 

現在、発掘調査を行っております、ほ場整備の中部・東部工区ですが、特別

史跡多賀城跡に近接し、遺構密度が極めて高く、調査に多くの時間を要してお

りますことから、調査期間内でより迅速に作業を進めるため、発掘調査に従事

する作業員の増員を行いますほか、測量支援業務や出土資料整理業務を委託す

る費用として１節報酬、４節共済費、１３節委託料等を増額するものでござい

ます。 

副教育長 

次に、本日、追加資料といたしましてお手元にお配りいたしましたＡ４判の

資料で御説明を申し上げます。１枚物でお配りいたしました、表に「第２表債

務負担行為補正」と書いてある方を御覧いただきたいと思います。 

債務負担行為の補正でございます。表の上段のパソコン借上げ料でして、令

和２年度から令和６年度まで記載のとおり限度額を変更するものでございます。   

裏面をお願いいたします。 

内容といたしまして、上段でございますが、記載４小学校の教育用パソコン

の借上げに係るものでございます。 

以上で歳出の説明を終わります。 

文化財課長 

続きまして、歳入の説明をいたしますので、８ページ、９ページをお願いい

たします。８ページ、９ページです。 

１５款２項５目教育費国庫補助金で、３１５万円の増額補正でございます。 

４節社会教育費補助金で、説明欄の国宝重要文化財等保存・活用事業費補助

金は、歳出で御説明申し上げました、個人住宅等の建築に伴う埋蔵文化財発掘

調査に対する国庫補助金で、補助率は２分の１でございます。 

次のページをお願いいたします。 

次に、２１款４項３目教育費受託事業収入で、４,９６６万５０００円の増額

補正でございます。 

１節社会教育費受託事業収入で、説明欄の埋蔵文化財発掘調査受託は、歳出

で御説明申し上げました埋蔵文化財調査受託事業（ほ場整備）の事業費増額に

伴う補正でございます。 
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  以上で、臨時代理事務報告第１６号の説明を終わります。 

教育長 

ただいまの説明について、質疑ありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

教育長

質疑がないものと認め、臨時代理事務報告第１６号を承認します。 

臨時代理事務  臨時代理の報告について（教育委員会への事務 

報告第１７号  の補助執行に係る協議について） 

教育長 

次に、臨時代理事務報告第１７号「臨時代理の報告について（教育委員会へ

の事務の補助執行に係る協議について）」を議題といたします。

内容につきましては、副教育長から説明をいたします。副教育長。 

副教育長 

それでは、議案１５ページをお願いいたします。議案の１５ページでござい

ます。 

臨時代理事務報告第１７号「教育委員会への事務の補助執行について」を御

説明申し上げます。 

これは、１７ページにございますように、市長から、地方自治法第１８０条

の２の規定に基づき、教育委員会への事務の補助執行について、協議があった

ことから、令和元年９月１０日に臨時代理により回答したので、報告するもの

です。 

１６ページを御覧願います。 

こちらが、臨時代理書でございまして、教育委員会への事務の補助執行に係

る協議について、異議ない旨回答しております。 

この内容でございますが、本年１０月から開始されます幼児教育無償化に係

る事務といたしまして、「私立幼稚園に係る施設等利用費の支給」につきまして

は、令和元年５月１７日に公布されました子ども・子育て支援法の一部を改正

する法律によりまして、市町村が行うこととされましたが、幼稚園に関する事

務につきましては、これまでも教育委員会事務局の職員に補助執行を行わせて
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きたことから、当該事務につきましても、同様に教育委員会事務局の職員に補

助執行させることが、事務の円滑化を進める上で適当であるとして、協議があ

ったものでございます。 

以上で説明を終わります。 

教育長 

ただいまの説明について、質疑ありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

教育長

質疑がないものと認め、臨時代理事務報告第１７号を承認します。 

日程第５ その他

教育長 

次に、日程第５その他に入ります。各委員等から特に議題としたい事項等が

ありましたらお願いいたします。菊池委員。 

菊池委員 

 議題ではないのですが、今日芸術文化の振興について色々なお話を皆さんか

らされましたけれども、芸術文化を多賀城に根付かせるためには、文化センタ

ー、図書館、東北歴史博物館、そういうもので市民向けのものを考えてくださ

っていまして、東大寺展の時に、東北歴史博物館は県の主催でしたけれども、

文化センターでもそれにちなんで色々催しをされたということがありました。 

 今週の土曜日、フランスのオペラ座で活躍なさっていたバレリーナの方が、

こちらで公演した後に図書館でレクチャーをするというものがあって、凄く良

いことだと思いました。 

  私はレクチャーには行けないのですが、バレエの方は観させていただきます。 

 そういうものを市民に還元して、今度東北歴史博物館でも「蝦夷」の特別展

もありますので、広められたらいいと思いました。 

教育長 

  生涯学習課長。 
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生涯学習課長 

すみません。答弁の訂正なのですが、前回の定例会で図書館の指定管理のと

ころで 渡委員さんの方から、地元採用の件で何割ぐらいいるのですかと御質

問いただきました。 

 私は１割程度とお答えしてしまったのですが、正しくは４割強です。別な数

字を申し上げてしまいました。大変失礼いたしました。 

教育長 

  他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

教育長 

以上で、本日の議案等の審議をすべて終了いたします。 

これをもちまして、令和元年第９回教育委員会定例会を閉会いたします。 

午後２時２１分閉会 

     この議事録の作成者は次のとおりである。 

        教育総務課主査 見立屋 雅子 

              教育総務課主事 小林 成伍 

この議事録の正確なことを認め、ここに署名する。 

令和元年１０月２９日  

多賀城市教育委員会

 教育長                印

 委 員  印

委 員                                印 


